
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇全職員による共通理解と共通実
践

〇学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内
研修等により取組の促進を図る。 A

・成果指標に対する教職員の達成度は８５ ％であった。
・外部講師を招いた研修会や、異教科チームによる相互授業参観を行うことで、めあての明確
化と『学び合い』の授業改善を図った。 A

・学習状況調査の経年比較において、正答率が伸びている教科が多
く、職員研修による指導力の向上や学習習慣の徹底が成果を上げて
いると思われる。

○学びの質の向上 ○『学び合い』の授業が楽しいと感じる
生徒の割合８０％以上

○授業など、学習指導に満足している
生徒の割合８０％以上、保護者の割合
７０％以上

・校内研究で『学び合い』の考え方や実践等につ
いて研修する。
・単元シートを活用し、指導と評価が一体化した
授業改善を図る。
・異なる教科担当でチームをつくり、相互授業参
観や研究授業を行うことで、授業改善を図る。
・城北版「チェックリスト」を中心とした定期テスト
前後の取り組み行い、学習内容の定着を図る。

A

・『学び合い』の授業が楽しいと感じる生徒の割合９５％、授業の学習指導に満足している生徒
の割合９２％、保護者の割合８６％であった。
・今年度も校内研究で教科の異なる職員でチームを組み、相互授業参観を行ったり、授業評
価シートを用いて意見交換を行い、授業改善に向けて議論を深めることで指導力の向上に繋
がった。
・単元シートの活用について、外部講師等の指導、助言を受け、学力向上に効果的な単元
シートの作成・活用について学ぶことができた。
・「チェックリスト」を活用して家庭学習を充実させ、基礎的・基本的な学習内容の定着を図るこ
とができた。

A

・『学び合い』の授業が「楽しい」「満足」と答えた生徒・保護者の数値が
高く、日頃の授業が充実していることが伺える。授業評価シートの活用
を今後も続けてほしい。
・単元シートやチェックリストは、生徒が自分でどこがわからないのか知
ることができるため、継続してほしい。教師も子どもの理解度を見落と
さない指導・支援が必要。
・保護者の一番の願いでもあるので、頑張ってほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○命を大切にする心や思いやりをもっ
て生活をしていると回答している生徒８
０％以上

・生徒同士の交流を大切にし、自己有用感を高
める。
・道徳科の授業づくりの充実に向けて、全職員で
取り組む。
・生徒会の委員会活動を中心としたボランティア
活動を実施する。

A

・道徳の授業の取り組みの成果はなかなか目に見えないところではあるが、命を大切に思い
やりの気持ちをもって生活していると回答した生徒は９７％おり、成果の指標の１つとしたい。
・実行委員会形式で自主的な活動に満足していると回答した生徒９８％で、自己有用感を高め
ることにつながった。
・委員会を中心にボランティア活動を進めているが、活発に取り組んでいると回答した生徒は５
４％にとどまるため、次年度以降、さらに活発になるような取り組みが必要である。

B

・道徳教育は授業のみならず全教育課程で育むもので、全ての価値を
上げることは難しいと思うが、できるだけ上がるような指導が必要。
・一人一人の考え方を否定せず、個性を大事にした道徳の授業に全職
員で取り組んでほしい。
・ボランティア活動は、地域の実態なども踏まえ、視野を広げた取り組
みを実践してほしい。
・子どもたちの地域行事への参加に感謝している。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ防止について組織的対応が
できていると回答した教員８０％以上

・月に１回、全校生徒に生活アンケートをとり、生
徒指導部会での情報共有を行う。
・いじめ、いのちの講話を年間で８回、全職員で
行う。
・いじめの対応について、職員研修を行う。

A

・いじめ防止について組織的対応ができていると回答した職員の割合は９６％であった。
・いじめの対応について職員研修を実施したり、毎週の生徒指導部会、教育相談部会での情
報共有や毎朝、学年職員で情報共有を行ったりすることで、積極的にいじめの未然防止、早期
発見・対応に取り組んだ。 A

・いじめ防止については、アンケート等の実施で対応が十分行われて
いると感じる。日頃の子供たちの変化を感じ取り、気持ちの良い学校
生活を送れるように指導を継続してもらいたい。小さな出来事も、職員
一人で解決するのではなく、職員全体での情報共有を大切に継続して
ほしい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●◎「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した児童
生徒８０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童生徒
７５％以上

・学校行事や生徒会活動を通して、生徒の出番・
役割を保障し、集団のために役立つことを実感さ
せながら自己肯定感を高める。
・職場体験や地域で働く人々、卒業生や高校の
先生などと関わる機会を設定し、体験学習を重
視した系統的・連続的な「生き方」教育を実践す
る。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童生徒９１％、「将来の夢
や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童生徒７３％という結果であった。ほぼ目
標が達成できた。
・各学校行事では、運営委員会形式で生徒の主体的な活動を推進することで、生徒の出番・役
割・承認ができ、自己肯定感を高められた。 A

・先生がフレンドリーで生徒との距離が近くなることはよいが、厳しくて
も、生徒のことを想い、寄り添える教員がさらに増えることを願う。

○不登校対策の充実 ○不登校生徒の割合を５％以下

〇ＱＵアンケートの学校生活満足の生
徒の割合を年度当初を上回る。
○学校行事に満足している生徒や保
護者の割合８０％

・毎週１回「北辰タイム」（ＳＳＴ）に取り組み、人間
関係づくりの強化を図る。
・学校行事を実行委員会形式で行うことにより、
生徒の出番を増やし、主体的な活動にしていく。
・教育相談部会での共通理解・情報共有と、他機
関との積極的な連携を図る。 A

・３０日以上欠席者は２２名で４．５％に留まった。3年生の中には３０日以上ではあるが、欠席
日数が増えずむしろ毎日登校できるようになった生徒が数名いる。進学への気持ちが登校へ
繋がったと思われる。
・「北辰タイム」は担任以外の先生と取り組むことで、人間づくりの強化を図ることができた。
・ＳＣ、ＳＳＷなど関係の先生方との情報共有を行い、生徒の心のケアを図った。
・１２月のＱＵアンケート学校生活満足群の生徒割合は６割弱で、年度当初に比べほぼ横ばい
であった。
・学校行事に満足している生徒の割合は９６％、保護者の割合は８３％であった。

A

・不登校対応については、先生方が組織的に取り組まれていることで、
人数も減少してきている。別室での対応、SC、SSW、各種関係機関と
連携を密にし、さらに取り組みを強化してもらいたい。
・登校できるようになった生徒に、きっかけを聞いてみたい。他の生徒
への対応のためにも多くの情報を得たい。

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●規則正しい生活習慣が身に付いて
いると考えている生徒８０％以上
●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）に
する

・生徒会委員会活動と連携し、生活習慣の改善
に向けた意識の変容を図る。
・全職員による定期的な登下校指導や交通教室
の実施により交通マナーの遵守を徹底する。

B

・１１月に生活習慣アンケートを実施したところ、スマホの平日利用時間が２時間以上である生
徒が６４．３％であった。２３時以降に就寝している生徒も半数近くおり、スマホの使い方も含め
たタイムマネージメント力を身につけさせる指導が今後も必要である。また家庭への協力を得
ながら実施していきたい。規則正しい生活習慣が身についていると考える生徒の割合は９
０％、保護者の割合も９０％であった。
・警察や市役所から講師を招聘し、動画などを用いて視覚的な指導を重ねた。また、定期的に
放送や集会でも交通ルールやマナーについても厳守を呼びかけた。９７％の生徒が交通ルー
ルやマナーを守れていると考えている。生徒の交通事故については、生徒の命にかかわるも
のや生徒の重大な過失によるものはなかったが、自転車や自動車との接触事故が１０件程度
報告された。今後も生徒の通学状況の実態把握と指導を継続していく。

B

・交通事故件数も多くなく、指導が行き渡っていると感じる。学校を離れ
た所でのヘルメット未着用・並進など、命を守る指導をさらに続けてもら
いたい。
・交通マナーについて、もっと指導強化すべきである。子どもには、自
分の命を大切にする行動をとってもらいたい。
・部活動も学業とともに、心身の発達に大事なものなのである。
・昔と違って、運動する子どもたち（活動量）も減っているので、体力低
下や運動神経の低下が心配される。

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する

・定時退勤日、学校閉庁日、部活動休養日を設
定する。
・留守電（自動音声対応）への切り替えや、会議
のペーパーレス化、健康観察アプリの導入を行
う。

A

・部活のない水曜日を定時退勤日としているので確実な実施につなげる。時期により業務の軽
重があり、特定の職員が遅くならないよう早めの帰宅を呼びかけている。業務が終了した者か
らの退勤や、年休が取りやすい雰囲気作りをしていて、取得率も増加している。
・職員会議資料等のPDF化や電話の時間外音声対応やリーバーの活用で電話対応が減少
し、業務の効率化につながった。

A

・部活動については、加熱しすぎるのもよくないが、子どもたちがどうし
たいのか認識したうえで、押し付けにならないように指導し、達成感を
味わわせてほしい。

○職員間の連携促進 ○組織的に業務に取り組んでいると考
えている職員８０％以上

・校務分掌や日々の業務について、個人に負担
がかからないような手立ての工夫をする。
・業務に組織的に対応する体制の構築と実行す
る。

A

・組織的に業務に取り組んでいると考えている職員８０％であった。業務は効率的行われ、仕
事の量は若干ではあるが減っているが仕事の負担感の軽減は十分ではない。
・各種アンケートのオンライン化や保護者面談等の時間の確保、通知表の所見の工夫など勤
務時間内に業務遂行できるように改善を図った。 A

・先生方の健康は生徒の学習に大きな影響を与える。ゆとりをもって教
育に当たれるような職員同士の連携をさらにお願いしたい。
・省ける業務については、なくしていってもよいのではないか。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○個別の支援計画等を活用して生徒
の特性を理解し、積極的に共通理解・
共通実践を行った職員の割合８０％以
上

・支援を要する生徒の情報共有を組織的、継続
的に行う。
・学校生活支援員との効果的な連携等により、授
業において支援を要する生徒に複数職員で積極
的に関わる時間を増やしていく。
・巡回相談等や家庭との連携を密にして、生徒
への支援に生かす。

B

・学年部会等での情報共有が円滑になされ、適切な生徒対応・保護者対応につながっている。
・学校生活支援委員の協力を得ながら、通常学級に在籍している支援を要する生徒について
も、適宜、対応しながら、生徒の困り感に寄り添うことができた。
・成果指標に対する職員の肯定的な回答割合は８４％であった。特別支援教育に関する理解
が進み、学校を挙げての協力体制ができつつある。 A

・特別支援学級が年度ごとに増加している。子どもたちに手厚い指導
ができるようになってきたことであり、よいことだと思う。進路指導も含
めて、生涯学習を見据えた指導をお願いしたい。
・一人一人の生徒を大切にしている姿が見られ、特別支援教育が充実
していると感じる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標や重点目標の達成に向け、それぞれの委員会や部会を中心に、全職員やチームで組織的な教育活動をすることができた。生徒同士の関わり合いを重視した日々の教育活動や委員会形式による学校行事等を通して、生徒の自己肯定感を高め、他者を思いやる豊かな人間関係づく
りを推進することができた。学習指導では、『学び合い』や単元シートの活用を取り入れた授業を継続しながら、来年度は課題設定の工夫を通して、さらなる主体的・対話的で深い学びの推進と学力向上を目指す。
・不登校対策や特別支援教育については、教育相談・特別支援教育・生徒指導の各部会を中心に、必要に応じて部会同士が連携したり、外部機関の協力を得たりしながら、組織的な活動や対応をすることができた。今後は、特別支援教育や教育相談の視点に立った生徒指導の充実を図る必要が
ある。
・時間外在校等時間については、昨年度の実績を下回った月が9月中6月であった。教育課程計画をその都度見直しながら実施するなど、先送りせず積極的に取り組んだ成果が顕著に表れた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が一丸となって学校教育目標の実現に向けて組織的に迅速な対応を行うことができた。新型コロナウィルスの感染拡大防止のために学校行事を縮小する中ではあったが、運営を工夫するとともに生徒の主体的な活動を重視した教育課程を推進し、互いに協力して学習に取り組む
生徒の育成を図ることができた。学校行事の様子や各種便り、行事予定や時間割をホームページやメール等で伝えたことで、本校の教育活動に対して保護者のアンケートで好意的な評価をいただいた。一方、課題である不登校対策や特別支援教育については、今後も組織的、継続的な
取組が必要である。また、これまで継続してきた、生徒の出番・役割を保障する活動を活性化させ、生徒個々の自己肯定感を高めるとともに学級や学年集団の力を伸ばしていく。さらに、教師の研修を一層充実し、『学び合い』を中心にした授業実践や生徒の主体性を高める評価の実践を
積み上げ、主体的・対話的で深い学びを踏まえた学習過程の改善に取り組むとともに、思考力、判断力、表現力や基礎学力の向上にも力を入れていきたい。

２　学校教育目標 将来の夢の実現に向け、高い志と意欲をもって、学び続ける生徒の育成

３　本年度の重点目標
①　主体的・対話的で深い学びを踏まえた学習指導の工夫・改善　②　自己肯定感を高め、他者を思いやる豊かな人間関係づくり

③　不登校生徒の減少に向けた教育相談、生徒指導の充実　④　特別支援教育の充実　⑤　家庭・地域・関係諸機関との連携強化

学校名 佐賀市立 城北中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

最終評価 学校関係者評価

〇学力の向上


